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【手続補正書】
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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の（１）～（１７）から選択されるポリペプチド、又は（１８）又は（１９）に記
載の細胞：
（１）　（ｉ）ヒト又はマウスＶＩＳＴＡの細胞外領域又は少なくとも５０アミノ酸であ
るその断片と少なくとも８０％の配列同一性を具備する少なくとも１つのポリペプチドと
、（ｉｉ）少なくとも５アミノ酸を具備する少なくとも１つのリンカーペプチドと、（ｉ
ｉｉ）少なくとも１つのＩｇタンパク質、好ましくはＩｇ　Ｆｃ領域又はその断片もしく
は変異体と、を具備し、前記ペプチドリンカーがＶＩＳＴＡポリペプチド（ｉ）及びＩｇ
タンパク質に介入し、得られるＶＩＳＴＡ－Ｉｇ融合タンパク質がインビボで前記リンカ
ーを欠く同一融合タンパク質よりも強力な免疫抑制活性を引き出す、単離又は組み換えＶ
ＩＳＴＡ－Ｉｇ融合タンパク質；
（２）　配列番号２、４、５、１６から２５、３６、３７、６８、６９、７２又は７３又
は７５におけるＶＩＳＴＡポリペプチド配列の細胞外ドメイン又は少なくとも５０アミノ
酸を具備するその断片に対して少なくとも約８０％の配列同一性がある少なくとも１つの
ポリペプチドと、（ｉｉ）少なくとも５アミノ酸を具備する少なくとも１つのリンカーと
、（ｉｉｉ）少なくとも１つのＩｇ　Ｆｃタンパク質又はその断片と、を具備し、前記リ
ンカーがＶＩＳＴＡポリペプチド及びＩｇ　Ｆｃタンパク質に介入し、得られるＶＩＳＴ
Ａ－Ｉｇ融合タンパク質が、インビボで前記リンカーを欠く同一融合タンパク質よりも強
力な免疫抑制活性を引き出す、単離ＶＩＳＴＡ融合タンパク質；
（３）　前記ポリペプチド（ｉ）が、ヒト又はマウスＶＩＳＴＡの細胞外ドメイン又は細
胞外領域の少なくとも５０、１００、１５０、２００、２５０、３００、又は少なくとも
３１０又は３１１アミノ酸であるその断片に対して少なくとも９０％の配列同一性を有す
る少なくとも１つのポリペプチドを具備する、（１）又は（２）のポリペプチド；
（４）　ヒトＩｇＧ１、ＩｇＧ２、ＩｇＧ３又はＩｇＧ４　Ｆｃ領域又はその断片もしく
は変異体を具備する、（１）又は（２）のポリペプチド；
（５）　ヒトＩｇＧ１、ＩｇＧ２、ＩｇＧ３又はＩｇＧ４　Ｆｃ領域又はその断片もしく
は変異体を具備する；補体結合及び／又はＦｃＲ結合を調整する（増加又は減少させる）
又はＦｃＲ結合を減少させるか又は排除する１以上の修飾、又はＦｃＲ結合を増加させる
１以上の修飾を具備する少なくとも１つのＦｃ領域を含有する；又はグリコシル化もしく
はエフェクター機能を調整する（増加、減少又は変化させる）か又はＦｃＲ結合を減少さ
せるかもしくは排除する１以上の修飾を具備する少なくとも１つのＦｃ領域を含有する、
（１）又は（２）のポリペプチド；
（６）　少なくとも４個、５個、６個、７個、８個、９個、１０個、１１個、１２個、１
３個、１４個又は１５個のグリシン残基を具備する少なくとも１つのリンカーを含有する
、上記の何れかに記載の単離又は組み換えＶＩＳＴＡ－Ｉｇ融合タンパク質； 
（７）　少なくとも８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、
１９、２０、２１、２２、２３、２４又は２５アミノ酸残基、又は少なくとも１５、１６
、１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、２９又
は３０アミノ酸残基、又は少なくとも約２５、３０、３５、４０、４５又は５０アミノ酸
残基を具備する少なくとも１つのリンカーを含有する、上記の何れかに記載の単離又は組
み換えＶＩＳＴＡ－Ｉｇ融合タンパク質；
（８）　配列番号２、４、５、１６から２５、３６もしくは３７のポリペプチド配列の細
胞外ドメイン又は少なくとも５０、１００、１５０、２００、２５０もしくは３００アミ
ノ酸を具備するその断片に対してそれぞれが少なくとも約８０％、９０％、９５％又はそ
れ以上の配列同一性を保持する少なくとも２、３又は４個のポリペプチドを具備する、上
記の何れかに記載の単離又は組み換えＶＩＳＴＡ－Ｉｇ融合タンパク質；
（９）　配列番号２、４、５、１６から２５、３６又は３７のポリペプチド配列の細胞外
ドメイン又は少なくとも１００アミノ酸を具備するその断片に対してそれぞれが少なくと
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も約９０％の配列同一性を保持する少なくとも２、３又は４個のポリペプチドを具備する
、上記の何れかに記載の単離又は組み換えＶＩＳＴＡ－Ｉｇ融合タンパク質；
（１０）　リンカーの残基の少なくとも３０％、４０％、５０％、６０％、７０％、８０
％又は９０％がグリシン及び／又はセリン残基から構成される少なくとも１つのリンカー
を具備する、上記の何れかに記載の単離又は組み換えＶＩＳＴＡ－Ｉｇ融合タンパク質；
 
（１１）　Ｔ細胞増殖を検出するアッセイにおいて、前記少なくとも１つのリンカーを欠
く同一ＶＩＳＴＡ－Ｉｇ融合タンパク質よりも少なくとも３０％、４０％、５０％、６０
％、７０％、８０％、９０％、１００％高い、又は少なくとも１から１．５倍、１．０か
ら２．０倍、２．０から３．０倍、３．０から４．０倍、４．０から５．０倍、５．０か
ら６．０倍、６．０から７．０倍、７．０から８．０倍、８．０から９．０倍、９．０か
ら１０．０倍高い免疫抑制活性を示す、上記の何れかに記載の単離又は組み換えＶＩＳＴ
Ａ－Ｉｇ融合タンパク質；
（１２）　配列番号２、４、５、１６から２５、３６もしくは３７のポリペプチド配列又
は少なくとも５０、７５、１００、１２５、１５０、１７５、２００、２２５、２５０、
２７５もしくは３００アミノ酸を具備するその断片に対する少なくとも約９０から９５％
の配列同一性を有する少なくとも１つのＶＩＳＴＡポリペプチドを具備する、上記の何れ
かに記載の単離又は組み換えＶＩＳＴＡ－Ｉｇ融合タンパク質； 
（１３）　少なくとも１つのＩｇＧ、ＩｇＧ１、ＩｇＧ２、ＩｇＧ２ａ、ＩｇＭ、ＩｇＥ
又はＩｇＡ又はヒトＩｇＧ１の定常及びヒンジ領域を具備する少なくとも１つのＩｇタン
パク質を具備する、上記の何れかに記載の単離又は組み換えＶＩＳＴＡ－Ｉｇ融合タンパ
ク質；
（１４）　アミノ酸残基３２から１９０を具備する少なくとも１つのＶＩＳＴＡの細胞外
ドメイン又はアミノ酸１６から１９４を具備するＶＩＳＴＡの細胞外ＩｇＶドメインを具
備する、上記の何れかに記載の単離又は組み換えＶＩＳＴＡ－Ｉｇ融合タンパク質； 
（１５）　少なくとも２、３、４、５、６、７、８コピー又はそれ以上のコピーのＶＩＳ
ＴＡタンパク質又は少なくとも５０、７５、１００、１２５、１５０、１７５、２００、
２２５、２５０、２７５もしくは３００アミノ酸を具備するその断片と、少なくとも２コ
ピーのＶＩＳＴＡタンパク質と、ＩｇＧ１　Ｆｃ又は非ＦｃＲ－結合ＩｇＧ１と、を具備
する、上記の何れかに記載の単離又は組み換えＶＩＳＴＡ－Ｉｇ融合タンパク質； 
（１６）　オリゴマー化ドメインのＮ－末端に連結される、少なくとも１つの細胞外ドメ
イン又はＶＩＳＴＡの断片を具備する、上記の何れかに記載の単離又は組み換えＶＩＳＴ
Ａ－Ｉｇ融合タンパク質；
（１７）　ＧＣＮ４、ＣＯＭＰ、ＳＮＡＲＥ、ＣＭＰ、ＭＡＴ、１個のＮＬＲＣを含有す
るＬＬＲ、ＮＯＤ２ヌクレオチド－結合ＮＬＲＣ２、１個のＮＬＲＣを含有するＬＲＲ、
ＮＯＤ２ヌクレオチド－結合ＮＬＲＣ２又はＰＳＯＲＡＳ１から選択されるオリゴマー化
ドメインのＮ－末端に連結される、少なくとも１つの細胞外ドメイン又はＶＩＳＴＡの断
片を具備する、上記の何れかに記載の単離又は組み換えＶＩＳＴＡ－Ｉｇ融合タンパク質
； 
（１８）　上記の何れかに記載のＶＩＳＴＡ－Ｉｇ融合タンパク質を発現する組み換え細
胞であって、酵母、細菌、真菌、昆虫、鳥類、ツメガエル又は哺乳動物細胞から選択され
る細胞； 
（１９）　上記の何れかに記載のＶＩＳＴＡ－Ｉｇ融合タンパク質を発現する組み換え細
胞であって、酵母、細菌、真菌、昆虫、鳥類、ツメガエル又は哺乳動物細胞から選択され
、ＰＤ－１、ＰＤ－Ｌ１、ＰＤ－２、ＰＤ－Ｌ２タンパク質もしくは融合タンパク質、又
は、ＰＤ－１、ＰＤ－Ｌ１、ＰＤ－２、ＰＤ－Ｌ２の何れかに特異的に結合する抗体もし
くは抗体断片をさらに発現する、細胞。
【請求項２】
　請求項１に記載の治療的有効量のＶＩＳＴＡ－Ｉｇ融合タンパク質又は細胞を含有する
、医薬的に許容可能な組成物であって、非経口、静脈内、皮下、経皮、経口、筋肉内、膣
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内、口内、肛門又は鼻腔投与を含むがこれらに限定されない経路による投与に好適な、前
記組成物。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載のＶＩＳＴＡ－Ｉｇ融合タンパク質又は組成物又は細胞の使用で
あって、該タンパク質又は組成物又は細胞の投与により、必要とする対象において、
（i）Ｔ細胞及び／又は好中球及び／又は単球及び／又は白血球増殖を阻害する、又は
（ii）Ｔ細胞上のＦｏｘｐ３の発現を誘導する、又は
（iii）Ｔ細胞活性化を阻害する、又は
（iv）１以上のＴ細胞活性化マーカーの発現を阻害する、又は
（v）濾胞過形成を阻害する、又は
（vi）骨髄造血を阻害する、又は
（vii）Ｔ細胞浸潤を阻害する及び／又はＴｈ１７細胞増殖を誘導する
用途のための組成物の製造における使用であって、ここで、前記Ｔ細胞が、ＣＤ４＋Ｔ細
胞、ＣＤ８＋Ｔ細胞、細胞メモリー細胞、エフェクター細胞、休止Ｔ細胞及び活性化Ｔ細
胞の１以上を含む、前記使用。
【請求項４】
　前記対象が、骨髄性白血病、血液リンパ系腫瘍、急性リンパ芽球性白血病、慢性リンパ
球性白血病、急性骨髄性、慢性骨髄性白血病、ヘアリー細胞、Ｔ細胞前リンパ球性白血病
、若年性骨髄単球性白血病を包含し得る白血病又はリンパ腫などのＴ細胞障害を有する、
又は慢性リンパ球性白血病／小リンパ球性リンパ腫、Ｂ－細胞前リンパ球性白血病、リン
パ形質細胞性リンパ腫（ワルデンシュトレーム型マクログロブリン血症など）、脾臓周辺
帯リンパ腫、形質細胞新生物、形質細胞性骨髄腫、形質細胞腫、モノクローナル免疫グロ
ブリン沈着症、重鎖疾患、ＭＡＬＴリンパ腫とも呼ばれる節外性辺縁帯Ｂ細胞リンパ腫、
節性辺縁帯Ｂ細胞リンパ腫（ＮＭＺＬ）、濾胞性リンパ腫、マントル細胞リンパ腫、びま
ん性大細胞型Ｂ細胞リンパ腫、縦隔（胸腺）大Ｂ細胞リンパ腫、血管内大Ｂ細胞リンパ腫
、原発性体液性リンパ腫、バーキットリンパ腫／白血病、成熟Ｔ細胞及びナチュラルキラ
ー（ＮＫ）細胞新生物、Ｔ細胞前リンパ球性白血病、Ｔ細胞大型顆粒リンパ球性白血病、
侵襲性ＮＫ細胞白血病、成人Ｔ細胞白血病／リンパ腫、節外性ＮＫ／Ｔ細胞リンパ腫、鼻
型、腸管症型Ｔ細胞リンパ腫、肝脾Ｔ細胞リンパ腫、芽細胞性ＮＫ細胞リンパ腫、菌状息
肉腫／セザリー症候群、原発性皮膚ＣＤ３０－陽性Ｔ細胞リンパ増殖性障害、原発性皮膚
未分化大細胞リンパ腫、リンパ腫様丘疹症、血管免疫芽細胞性芽細胞性Ｔ細胞リンパ腫、
末梢Ｔ細胞リンパ腫、詳細不明、未分化大細胞リンパ腫、ホジキンリンパ腫、メイン・ア
ーティクル：ホジキンリンパ腫、古典的ホジキンリンパ腫、結節硬化型、混合細胞型、リ
ンパ球豊富型又はリンパ球減少型又は非減少型、結節性リンパ球優位型ホジキンリンパ腫
から選択されるリンパ腫又は白血病を有する、請求項３に記載の使用。
【請求項５】
　請求項３又は４に記載の使用であって、
（１）自己免疫、炎症性又はアレルギー性障害を有する対象における使用のための；
（２）実質的にアポトーシスを促進しない；
（３）実質的にＢ細胞増殖を阻害しない；
（４）Ｔ細胞免疫性を抑制する；
（５）炎症を抑制する；
（６）ＩＬ－６、ＣＲＰ、ＴＮＦ．ＩＬ－１０、ＩＬ－１７、ＩＧＮ－γ、エオタキシン
、ＩＰ－１０、ＭＣＰ－１及びＭＩＧなどの炎症マーカーの低下をもたらす；
（７）自己免疫性を抑制する；
（８）アレルギー性反応を抑制する；
（９）ＰＤ－１、ＰＤ－Ｌ１、ＰＤ－Ｌ２、ＣＴＬＡ４又はＩＣＯＳ融合タンパク質又は
これらに特異的な抗体のような別の免疫調節物質の使用をさらに含む；
（１０）酸逆流／胸焼け、ざ瘡、尋常性ざ瘡、アレルギー及び過敏症、アルツハイマー病
、喘息、アテローム性動脈硬化症及び血管閉塞性疾患、場合によってはアテローム性動脈
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硬化症、虚血性心疾患、心筋梗塞、脳卒中、末梢血管疾患又は血管ステント再狭窄、自己
免疫疾患、気管支炎、癌、心炎、白内障、セリアック病、慢性痛、慢性前立腺炎、肝硬変
、大腸炎、結合組織疾患、場合によっては全身性紅斑性狼瘡、全身性硬化症、多発性筋炎
、皮膚筋炎又はシェーグレン症候群、角膜疾患、クローン病、結晶性関節症、場合によっ
ては痛風、偽痛風、ピロリン酸カルシウム結晶沈着症、認知症、皮膚炎、糖尿病、ドライ
アイ、湿疹、浮腫、肺気腫、線維筋痛症、胃腸炎、歯肉炎、糸球体腎炎、心疾患、肝炎、
高血圧、超過敏症、炎症性腸疾患、外傷又は虚血の結果を含む炎症状態、インスリン抵抗
性、間質性膀胱炎、虹彩毛様体炎、虹彩炎、関節痛、関節炎、関節リウマチ、ライム病、
メタボリックシンドローム（シンドロームＸ）、多発性硬化症、筋炎、腎炎、肥満、ブド
ウ膜炎を含む眼疾患、骨減少、骨粗しょう症、パーキンソン病、骨盤炎症性疾患、歯周病
、多発動脈炎、多発性軟骨炎、リウマチ性多発筋痛、乾癬、再かん流傷害、関節リウマチ
、リウマチ性疾患、場合によっては関節リウマチ、変形性関節症又は乾癬性関節炎、関節
リウマチ、サルコイドーシス、強皮症、副鼻腔炎、シェーグレン症候群、けいれん性結腸
、脊椎関節症、場合によっては強直性脊椎炎、反応性関節炎又はライター症候群、全身性
カンジダ症、腱炎、移植拒絶、ＵＴＩ’ｓ、膣炎、アテローム性動脈硬化性の血管疾患を
含む血管疾患、血管炎、場合によっては結節性多発動脈炎、ヴェーゲナー肉芽腫、チャー
グ・ストラウス症候群又は脈管炎から選択される炎症性、アレルギー性、又は自己免疫性
状態の治療における使用のための；
（１１）細胞介在性又は抗体介在性自己免疫疾患を有する対象における使用であって、多
発性硬化症、Ｉ型糖尿病、ＩＩ型糖尿病、卵巣炎又は甲状腺炎を含む自己免疫疾患、また
は後天性免疫不全症候群（ＡＩＤＳ）、後天性脾臓委縮症、急性前部ブドウ膜炎、急性播
種性脳脊髄炎（ＡＤＥＭ）、急性痛風性関節炎、急性壊死性出血性白質脳炎、急性又は慢
性副鼻腔炎、急性化膿性髄膜炎（又は他の中枢神経系炎症性障害）、急性の重篤な炎症、
アジソン病、副腎炎、成人発症糖尿病（ＩＩ型糖尿病）、成人発症特発性副甲状腺機能低
下症（ＡＯＩＨ）、無ガンマグロブリン血症、無顆粒球症、脈管炎、場合によっては大血
管脈管炎を含む血管炎、場合によっては、リウマチ性多発筋痛及び巨細胞（高安）関節炎
、アレルギー性状態、アレルギー性接触皮膚炎、アレルギー性皮膚炎、アレルギー性肉芽
腫性血管炎、アレルギー性超過敏性疾患、アレルギー性神経炎、アレルギー反応、円形脱
毛症、全頭脱毛症、アルポート症候群、肺胞炎、場合によってはアレルギー性肺胞炎又は
線維性肺胞炎、アルツハイマー病、アミロイドーシス、筋萎縮性側索硬化症（ＡＬＳ；ル
ー・ゲーリック病）、好酸球関連障害、場合によっては好酸球増加症、アナフィラキシー
、強直性脊椎炎、血管拡張症、抗体介在性腎炎、抗ＧＢＭ／抗ＴＢＭ腎炎、抗原－抗体複
合体介在性疾患、抗糸球体基底膜疾患、抗リン脂質抗体症候群、抗リン脂質症候群（ＡＰ
Ｓ）、アフタ、アフタ性口内炎、再生不良性貧血、不整脈、動脈硬化症、動脈硬化性障害
、関節炎、場合によっては関節リウマチ、例えば急性関節炎又は慢性関節リウマチ、進行
性慢性関節炎、変形性関節炎、回虫症、アスペルギルス腫、好酸球を含有する肉芽腫、ア
スペルギルス症、アスペルミオジェネス、喘息、場合によっては気管支喘息、気管支の喘
息又は自己免疫喘息、毛細血管拡張性運動失調、失調性硬化症、アテローム性動脈硬化症
、自閉症、自己免疫血管浮腫、自己免疫再生不良性貧血、自己免疫萎縮性胃炎、自己免疫
糖尿病、自己免疫精巣炎及び卵巣炎を含む精巣及び卵巣の自己免疫疾患、膠原病が関連す
る自己免疫障害、自己免疫自律神経障害、自己免疫耳疾患、場合によっては自己免疫内耳
疾患（ＡＧＥＤ）、自己免疫甲状腺炎などの甲状腺炎を含む自己免疫内分泌疾患、自己免
疫消化器症候群、自己免疫性腺機能不全、自己免疫難聴、自己免疫溶血、自己免疫肝炎、
自己免疫肝臓病学的障害、自己免疫高脂血症、自己免疫不全症、自己免疫内耳疾患（ＡＩ
ＥＤ）、自己免疫心筋炎、自己免疫好中球減少症、自己免疫膵炎、自己免疫多腺性内分泌
障害、自己免疫多腺性症候群Ｉ型、自己免疫網膜症、自己免疫血小板減少性紫斑病（ＡＴ
Ｐ）、自己免疫甲状腺疾患、自己免疫蕁麻疹、自己免疫介在性胃腸疾患、軸索及びニュー
ロンのニューロパチー、バロー病、ベーチェット病、良性家族性及び虚血－再かん流傷害
、良性リンパ球性血管炎、ベルガー病（ＩｇＡ腎症）、愛鳥家肺、失明、ベック病、細気
管支炎閉塞性（非移植）ｖｓ　ＮＳＩＰ、気管支炎、気管支肺アスペルギルス症、バート
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ン症候群、水疱性類天疱瘡、カプラン症候群、心筋症、心血管系虚血、キャッスルマン病
、セリアック病、セリアックスプルー（グルテン腸症）、小脳変性症、脳虚血及び血管新
生を伴う疾患、シャーガス病、チャネル病、場合によってはてんかん、ＣＮＳのチャネル
病、脈絡網膜炎、脈絡膜炎、自己免疫血液障害、慢性活動性肝炎又は自己免疫慢性活動性
肝炎、慢性接触皮膚炎、慢性好酸球性肺炎、慢性疲労症候群、慢性肝炎、慢性超過敏性肺
臓炎、慢性炎症性関節炎、慢性炎症性脱髄性多発性ニューロパチー（ＣＩＤＰ）、慢性難
治性炎症、慢性粘膜皮膚性カンジダ症、慢性ニューロパチー、場合によってはＩｇＭ多発
性ニューロパチー又はＩｇＭ介在性ニューロパチー、慢性閉塞性気道疾患、慢性肺炎症性
疾患、慢性再発性多巣性骨髄炎（ＣＲＭＯ）、慢性甲状腺炎（橋本甲状腺炎）又は亜急性
甲状腺炎、チャーグ・ストラウス症候群、瘢痕性類天疱瘡／良性粘膜類天疱瘡、ＣＮＳ炎
症性障害、ＣＮＳ脈管炎、セリアック病、コーガン症候群、クリオグロブリン血症、ポリ
ープ性大腸炎、大腸炎、例えば潰瘍性の大腸炎、潰瘍性大腸炎、膠原線維性大腸炎、Ｔ細
胞浸潤を含む状態及び慢性炎症反応、先天性心臓ブロック、先天性風疹感染、クームス陽
性貧血、冠動脈疾患、コクサッキー心筋炎、ＣＲＥＳＴ症候群（石灰沈着、レイノー現象
）、クローン病、クリオグロブリン血症、クッシング症候群、毛様体炎、場合によっては
慢性毛様体炎、異時性毛様体炎、虹彩毛様体炎又はフックス毛様体炎、嚢胞性線維症、サ
イトカイン誘導性毒性、聴覚消失、変形性関節炎、脱髄性疾患、場合によっては自己免疫
脱髄性疾患、脱髄性ニューロパチー、デング熱、ヘルペス状皮膚炎及びアトピー性皮膚炎
、接触皮膚炎を含む皮膚炎、皮膚筋、急性炎症性要因を伴う皮膚炎、デビック病（視神経
脊髄炎）、糖尿病性大動脈障害、糖尿病性ニューロパチー、糖尿病性網膜症、ダイアモン
ド・ブラックファン貧血、びまん性間質性肺線維症、拡張型心筋症、円板状狼瘡、白血球
漏出を含む疾患、ドレスラー症候群、デュプュイトラン拘縮、エコーウイルス感染、アレ
ルギー性又はアトピー性湿疹を含む湿疹、脳炎、例えばラスムッセン脳炎及び辺縁系及び
／又は脳幹脳炎、脳脊髄炎、場合によってはアレルギー性脳脊髄炎又はアレルギー性脳脊
髄炎及び実験的アレルギー性脳脊髄炎（ＥＡＥ）、動脈内過形成、心内膜炎、内分泌性眼
障害、子宮内膜症、心内膜心筋線維症、水晶体過敏性眼内炎、眼内炎、アレルギー性腸炎
、好酸球増加症－筋痛症候群、好酸球性筋膜炎、流行性角結膜炎、後天性表皮水疱症（Ｅ
ＢＡ）、上強膜、上強膜炎、エプスタイン－バーウイルス感染、持続性隆起性紅斑、多形
性紅斑、癩性結節性紅斑、結節性紅斑、胎児赤芽球症、食道運動不全、本態性混合型クリ
オグロブリン血症、篩骨、エバンス症候群、実験的アレルギー性脳脊髄炎（ＥＡＥ）、第
ＶＩＩＩ因子欠乏症、農夫肺、フェブリスリウマチ、フェルティー症候群、線維筋痛症、
線維性肺胞炎、フィラリア症、巣状分節性糸球体硬化症（ＦＳＧＳ）、食中毒、前頭骨、
胃萎縮、巨細胞関節炎（側頭関節炎）、巨細胞肝炎、巨細胞多発性筋痛、糸球体腎炎、慢
性又は急性糸球体腎炎（例えば原発性ＧＮ）などのネフローゼ症候群を伴うか又は伴わな
い糸球体腎炎（ＧＮ）、グッドパスチャー症候群、痛風性関節炎、顆粒球輸血関連症候群
、リンパ腫様肉芽腫症を含む肉芽腫症、多発性血管炎を伴う肉芽腫症（ＧＰＡ）、肉芽腫
様ブドウ膜炎、グレーブズ病、ギラン・バレー症候群、滴状乾癬、血色素尿症発作、ハー
マン＝リッチ症候群、橋本病、橋本脳炎、橋本甲状腺炎、ヘモクロマトーシス、溶血性貧
血又は自己免疫性溶血性貧血（ＡＩＨＡ）を含む免疫性溶血性貧血、溶血性貧血、血友病
Ａ、ヘノッホ・シェーンライン紫斑病、妊娠性疱疹、ヒト免疫不全ウイルス（ＨＩＶ）感
染、痛覚過敏、低ガンマグロブリン血症、性腺機能低下症、副甲状腺機能低下症、特発性
尿崩症、特発性顔面麻痺、特発性甲状腺機能低下症、特発性ＩｇＡ腎症、特発性膜性ＧＮ
又は特発性膜性腎症、特発性ネフローゼ症候群、特発性肺線維症、特発性スプルー、特発
性血小板減少性紫斑病（ＩＴＰ）、ＩｇＡ腎症、ＩｇＥ介在性疾患、場合によってはアナ
フィラキシー及びアレルギー性又はアトピー性鼻炎、ＩｇＧ４関連硬化性疾患、回腸炎レ
ジオナリス、免疫複合体腎炎、サイトカイン及びＴ－リンパ球が介在する急性及び遅発性
超過敏性を伴う免疫反応、免疫介在性ＧＮ、成人又は急性呼吸窮迫症候群（ＡＲＤＳ）を
含む免疫調節性リポタンパク質、封入体筋炎、感染性関節炎、抗精子抗体による不妊症、
ブドウ膜全体又は一部の炎症、炎症性腸疾患（ＩＢＤ）炎症性過剰増殖皮膚疾患、炎症性
ミオパチー、インスリン依存性糖尿病（Ｉ型）、膵島炎、間質性膀胱炎、間質性肺疾患、
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間質性肺線維症、虹彩炎、虚血再かん流障害、関節の炎症、若年性関節炎、若年性皮膚筋
炎、若年性糖尿病、小児インスリン依存性糖尿病（ＩＤＤＭ）を含む若年性発症（Ｉ型）
糖尿病、若年発症関節リウマチ、若年発症関節リウマチ、川崎病、乾性角結膜炎、キパノ
ソミアシス、ランバート－イートン症候群、リーシュマニア症、ハンセン病、白血球減少
症、白血球接着欠乏症、白血球破砕性脈管炎、白血球減少症、扁平苔癬、硬化性苔癬、木
質性結膜炎、直鎖状ＩｇＡ皮膚炎、直鎖状ＩｇＡ疾患（ＬＡＤ）、レフラー症候群、ルポ
イド肝炎、狼瘡（腎炎、脳炎、小児、非腎臓、腎臓外、円板状、脱毛症を含む。）、狼瘡
（ＳＬＥ）、播種性紅斑性狼瘡、ライム関節炎、ライム病、リンパ球様間質性肺臓炎、マ
ラリア、男性及び女性自己免疫不妊症、上顎、中間型血管炎（川崎病及び結節性多発動脈
炎を含む。）、Ｉ型及びＩＩ型を含む膜状－又は膜性増殖性ＧＮ（ＭＰＧＮ）及び急速進
行性ＧＮ、膜性ＧＮ（膜性腎症）、メニエール病、髄膜炎、顕微鏡的大腸炎、顕微鏡的多
発性血管炎、偏頭痛、微小変化型腎症、混合結合組織疾患（ＭＣＴＤ）、伝染性単核球症
、モーレン潰瘍、ムッハ・ハーベルマン病、多巣性運動ニューロパチー、多発性内分泌機
能不全、多臓器損傷症候群、例えば敗血症、外傷又は出血に続発するもの、多臓器損傷症
候群、多発性硬化症（ＭＳ）、例えば脊椎－眼ＭＳ、多発性硬化症、流行性耳下腺炎、筋
障害、重症筋無力症、例えば胸腺腫を伴う重症筋無力症、重症筋無力症、心筋炎、筋炎、
ナルコレプシー、壊死性腸炎及び貫壁性大腸炎及び自己免疫炎症性腸疾患、壊死性、皮膚
性又は超過敏性脈管炎、新生児狼瘡症候群（ＮＬＥ）、ネフローゼ、ネフローゼ症候群、
神経性疾患、視神経脊髄炎（デビック病）、視神経脊髄炎、神経性筋緊張病、好中球減少
症、非癌性リンパ球増加症、非肉芽腫性ブドウ膜炎、非悪性胸腺腫、眼及び眼窩炎症性障
害、眼瘢痕性類天疱瘡、卵巣炎、交感性眼炎、眼球クローヌスミオクローヌス症候群（Ｏ
ＭＳ）、眼球クローヌス又は眼球クローヌスミオクローヌス症候群（ＯＭＳ）及び感覚ニ
ューロパチー、視神経炎、肉芽腫性精巣炎、変形性関節症、回帰性リウマチ、膵炎、汎血
球減少症、ＰＡＮＤＡＳ（連鎖球菌が関連する小児自己免疫精神神経疾患）、傍腫瘍性小
脳変性症、腫瘍随伴症候群、傍腫瘍性神経症候群を含む腫瘍随伴症候群、場合によっては
ランバート・イートン症候群又はイートン・ランバート症候群、寄生虫症、例えばリーシ
ュマニア、発作性夜間血色素尿症（ＰＮＨ）、パリー・ロンベルク症候群、毛様体扁平部
炎（末梢ブドウ膜炎）、パーソネージ・ターナー症候群、パルボウイルス感染、類天疱瘡
、例えば水疱性類天疱瘡及び皮膚類天疱瘡、天疱瘡（尋常性天疱瘡を含む。）、紅斑性天
疱瘡、落葉状天疱瘡、粘膜類天疱瘡、天疱瘡、消化性潰瘍、周期性四肢麻痺、末梢ニュー
ロパチー、静脈周囲脳脊髄炎、悪性貧血（悪性の貧血）、悪性貧血、水晶体抗原性ブドウ
膜炎、肺線維症、ＰＯＥＭＳ症候群、結節性多発動脈炎、Ｉ、ＩＩおよびＩＩＩ型、多発
性関節炎慢性プリマリア、多発性軟骨炎（例えば難治性又は再発性多発性軟骨炎）、多内
分泌自己免疫疾患、多内分泌不全、多腺性症候群、場合によっては自己免疫多腺性症候群
（又は多腺性内分泌障害症候群）、リウマチ性多発筋痛、多発性筋炎、多発性筋炎／皮膚
筋炎、多発性ニューロパチー、急性多発性神経根炎、開心術後症候群、後部ブドウ膜炎又
は自己免疫ブドウ膜炎、心筋梗塞後症候群、心膜切開後症候群、連鎖球菌感染後腎炎、ワ
クチン接種後症候群、初老期認知症、原発性胆汁性肝硬変、原発性甲状腺機能低下症、原
発性特発性粘液水腫、単クローン性Ｂ細胞リンパ球増加症を含む原発性リンパ球増加症、
場合によっては良性単クローン性高ガンマグロブリン血症及び意義不明の単クローン性ガ
ンマグロブリン血症、ＭＧＵＳ、原発性粘液水腫、原発性進行性ＭＳ（ＰＰＭＳ）及び再
発寛解型ＭＳ（ＲＲＭＳ）、原発性硬化性胆管炎、プロゲステロン皮膚炎、進行性全身性
硬化症、増殖性関節炎、乾癬、例えばプラーク性乾癬、乾癬、乾癬性関節炎、肺胞タンパ
ク質症、肺浸潤好酸球増加症、赤芽球貧血又は癆（ＰＲＣＡ）、赤芽球癆、化膿性又は非
化膿性副鼻腔炎、膿疱性乾癬及び爪の乾癬、腎盂炎、壊疽性膿皮症、ケルバン甲状腺炎、
レイノー現象、反応性関節炎、習慣性流産、血圧反応の低下、反射性交感神経性ジスト
ロフィー、難治性スプルー、ロイター病又は症候群、再発性多発性軟骨炎、心筋又は他の
組織の再かん流傷害、再かん流傷害、呼吸窮迫症候群、むずむず脚症候群、網膜自己免疫
性、後腹膜線維症、レイノー症候群、リウマチ性疾患、リウマチ熱、リウマチ、関節リウ
マチ、リウマチ性脊椎炎、風疹ウイルス感染、サンプター症候群、サルコイドーシス、住
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血吸虫症、シュミット症候群、ＳＣＩＤ及びエプスタイン－バーウイルス関連疾患、強膜
、強膜炎、肢端硬化、強皮症、場合によっては全身性強皮症、硬化性胆管炎、播種性硬化
症、硬化症、例えば全身性硬化症、感音性難聴、血清反応陰性脊椎関節炎、シーハン症候
群、シャルマン症候群、珪肺症、シェーグレン症候群、精子及び精巣自己免疫性、蝶形骨
洞炎、スティーブンス・ジョンソン症候群、スティッフ・マン（又はスティッフ・パーソ
ン）症候群、亜急性細菌心内膜炎（ＳＢＥ）、亜急性皮膚性紅斑性狼瘡、突発性難聴、ス
ザック症候群、シドナム舞踏病、交感性眼炎、全身性紅斑性狼瘡（ＳＬＥ）又は全身性紅
斑性狼瘡、皮膚性ＳＬＥ、全身性壊死性脈管炎、ＡＮＣＡ関連血管炎、場合によってはチ
ャーグ・ストラウス血管炎又は症候群（ＣＳＳ）、脊髄癆、高安動脈炎、毛細血管拡張症
、側頭動脈炎／巨細胞動脈炎、閉塞性血栓性血管炎、血栓性血小板減少性紫斑病（ＴＴＰ
）及び自己免疫又は免疫介在性血小板減少症を含む、血小板減少症、例えば慢性又は急性
特発性血小板減少性紫斑病（ＩＴＰ）を含む特発性血小板減少性紫斑病（ＩＴＰ）、血小
板減少性紫斑病（ＴＴＰ）、甲状腺中毒症、組織損傷、トローザ・ハント症候群、中毒性
表皮剥離症、毒性ショック症候群、輸血反応、乳児期の一過性低ガンマグロブリン血症、
横断性脊髄炎、横断性の脊髄炎、熱帯性肺好酸球増加症、結核、潰瘍性大腸炎、未分化結
合組織疾患（ＵＣＴＤ）、蕁麻疹、場合によっては慢性アレルギー性蕁麻疹及び慢性自己
免疫蕁麻疹を含む慢性特発性蕁麻疹、ブドウ膜炎、前部ブドウ膜炎、網膜ブドウ膜炎、弁
膜炎、血管機能不全、脈管炎、椎間体性関節炎、小水疱水疱性皮膚炎、白斑、ヴェーゲナ
ー肉芽腫（多発性血管炎を伴う肉芽腫症（ＧＰＡ））、ウィスコット・アルドリッチ症候
群又はＸ連鎖高ＩｇＭ症候群を含む自己免疫疾患を有する対象における使用のための；
（１２）使用がさらに別の免疫調節物質及び／又は抗原、又はＴＬＲアゴニスト（ＴＬＲ
１、ＴＬＲ２、ＴＬＲ３、ＴＬＲ４、ＴＬＲ５、ＴＬＲ６、ＴＬＲ７、ＴＬＲ８、ＴＬＲ
９、ＴＬＲ１０、ＴＬＲ１１アゴニスト）、１型インターフェロン、場合によってはαイ
ンターフェロン又はβインターフェロン、ＣＤ４０アゴニスト、ＴＮＦアンタゴニスト又
はＩＬ－６アンタゴニストから選択される別の免疫調節物質の投与を含む；
（１３）１型糖尿病、多発性硬化症、関節リウマチ、乾癬性関節炎、全身性紅斑性狼瘡、
リウマチ性疾患、アレルギー性障害、喘息、アレルギー性鼻炎、皮膚障害、クローン病、
潰瘍性大腸炎、移植拒絶、移植片対宿主病、連鎖球菌感染後及び自己免疫腎不全、敗血症
性ショック、全身性炎症反応症候群（ＳＩＲＳ）、成人呼吸窮迫症候群（ＡＲＤＳ）及び
毒物注入；自己炎症性疾患、変形性関節症、結晶性関節炎、関節包炎、関節症、腱炎、靱
帯炎又は外傷性関節損傷から選択される障害の治療における使用のための；
（１４）多発性硬化症、狼瘡又は関節リウマチの治療における使用のための；
（１５）移植片対宿主病（ＧＶＨＤ）、例えば、急性移植片対宿主病、慢性移植片対宿主
病、幹細胞移植に伴う急性移植片対宿主病、幹細胞移植に伴う慢性移植片対宿主病、骨髄
移植に伴う急性移植片対宿主病、同種血液幹細胞移植（ＨＳＣＴ）に伴う急性移植片対宿
主病又は骨髄移植に伴う慢性移植片対宿主病を含む、移植片対宿主病（ＧＶＨＤ）の治療
における使用のための；
（１６）同種幹細胞又は骨髄移植を有するか又は受けようとしている患者の治療における
使用のための；
（１７）アレルギー性障害の治療における使用のための；
（１８）乾癬、皮膚炎、アトピー性皮膚炎；全身性強皮症、硬化症；クローン病、潰瘍性
大腸炎；呼吸窮迫症候群、成人呼吸窮迫症候群；ＡＲＤＳ）；皮膚炎；髄膜炎；脳炎；ブ
ドウ膜炎；大腸炎；糸球体腎炎；湿疹、喘息、アテローム性動脈硬化症；白血球接着欠乏
症；関節リウマチ；全身性紅斑性狼瘡（ＳＬＥ）；糖尿病、場合によってはＩ型糖尿病又
はインスリン依存性糖尿病；多発性硬化症；レイノー症候群；自己免疫甲状腺炎；アレル
ギー性脳脊髄炎；シェーグレン症候群；若年性発症糖尿病；結核、サルコイドーシス、多
発性筋炎、肉芽腫症及び脈管炎；悪性貧血（アジソン病）；移植片拒絶疾患、ＧＶＨＤ、
中枢神経系（ＣＮＳ）炎症性障害；多臓器損傷症候群；溶血性貧血、クリオグロブリン血
症又はクームス陽性貧血；重症筋無力症；抗原－抗体複合体介在性疾患；抗糸球体基底膜
疾患；抗リン脂質症候群；アレルギー性神経炎；グレーブズ病；ランバート・イートン筋
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無力症候群；水疱性類天疱瘡；天疱瘡；自己免疫多腺性内分泌障害；ロイター病；スティ
ッフ・マン症候群；ベーチェット病；巨細胞動脈炎；免疫複合体腎炎；ＩｇＡ腎症；Ｉｇ
Ｍ多発性ニューロパチー；免疫血小板減少性紫斑病（ＩＴＰ）及び自己免疫血小板減少症
から選択されるアレルギー性、炎症性又は自己免疫障害の治療における使用のための；
（１９）関節炎、関節リウマチ、急性関節炎、慢性関節リウマチ、痛風性関節炎、急性痛
風性関節炎、慢性炎症性関節炎、変形性関節炎、感染性関節炎、ライム関節炎、増殖性関
節炎、乾癬性関節炎、椎間体性関節炎及び若年発症関節リウマチ、変形性関節症、進行性
慢性関節炎、変形性関節炎、多発性関節炎慢性プリマリア、反応性関節炎及び強直性脊椎
炎）、炎症性過剰増殖皮膚疾患、乾癬、例えばプラーク性乾癬、滴状乾癬、膿疱性乾癬及
び爪の乾癬、接触皮膚炎、慢性接触皮膚炎、アレルギー性皮膚炎、アレルギー性接触皮膚
炎、ヘルペス状皮膚炎及びアトピー性皮膚炎を含む皮膚炎、Ｘ連鎖高ＩｇＭ症候群、蕁麻
疹、例えば慢性アレルギー性蕁麻疹及び慢性自己免疫蕁麻疹を含む慢性特発性蕁麻疹、多
発性筋炎／皮膚筋炎、若年性皮膚筋炎、中毒性表皮剥離症、強皮症、全身性強皮症、硬化
症、全身性硬化症、多発性硬化症（ＭＳ）、脊椎－眼ＭＳ、原発性進行性ＭＳ（ＰＰＭＳ
）、再発寛解型ＭＳ（ＲＲＭＳ）、進行性全身性硬化症、アテローム性動脈硬化症、動脈
硬化症、播種性硬化症及び失調性硬化症、炎症性腸疾患（ＩＢＤ）、クローン病、大腸炎
、潰瘍性の大腸炎、潰瘍性大腸炎、顕微鏡的大腸炎、膠原線維性大腸炎、ポリープ性大腸
炎、壊死性腸炎、貫壁性大腸炎、自己免疫炎症性腸疾患、壊疽性膿皮症、結節性紅斑、原
発性硬化性胆管炎、上強膜炎、呼吸窮迫症候群、成人又は急性呼吸窮迫症候群（ＡＲＤＳ
）、髄膜炎、ブドウ膜全体又は一部の炎症、虹彩炎、脈絡膜炎、自己免疫血液障害、リウ
マチ性脊椎炎、突発性難聴、ＩｇＥ介在性疾患、例えばアナフィラキシー及びアレルギー
性及びアトピー性鼻炎、脳炎、ラスムッセン脳炎、辺縁系及び／又は脳幹脳炎、ブドウ膜
炎、前部ブドウ膜炎、急性前部ブドウ膜炎、肉芽腫性ブドウ膜炎、非肉芽腫性ブドウ膜炎
、水晶体抗原性ブドウ膜炎、後部ブドウ膜炎、自己免疫ブドウ膜炎、糸球体腎炎（ＧＮ）
、特発性膜性ＧＮ又は特発性膜性腎症、膜状－又は膜性増殖性ＧＮ（ＭＰＧＮ）、急速進
行性ＧＮ、アレルギー性状態、自己免疫心筋炎、白血球接着欠乏症、全身性紅斑性狼瘡（
ＳＬＥ）又は全身性紅斑性狼瘡、例えば皮膚性ＳＬＥ、亜急性皮膚性紅斑性狼瘡、新生児
狼瘡症候群（ＮＬＥ）、播種性紅斑性狼瘡、狼瘡（腎炎、脳炎、小児、非腎臓、腎臓外、
円板状、脱毛症を含む。）、小児インスリン依存性糖尿病（ＩＤＤＭ）を含む若年性発症
（Ｉ型）糖尿病、成人発症糖尿病（ＩＩ型糖尿病）、自己免疫糖尿病、特発性尿崩症、サ
イトカイン及びＴ－リンパ球が介在する急性及び遅発性超過敏性を伴う免疫反応、結核、
サルコイドーシス、肉芽腫症、リンパ腫様肉芽腫症、ヴェーゲナー肉芽腫、無顆粒球症、
脈管炎を含む血管炎、大血管炎、リウマチ性多発筋痛、巨細胞（高安）動脈炎、中間型血
管炎、川崎病、結節性多発動脈炎、顕微鏡的多発動脈炎、ＣＮＳ脈管炎、壊死性、皮膚性
、超過敏性脈管炎、全身性壊死性脈管炎及びＡＮＣＡ関連血管炎、例えばチャーグ・スト
ラウス血管炎又は症候群（ＣＳＳ）、側頭動脈炎、再生不良性貧血、自己免疫再生不良性
貧血、クームス陽性貧血、ダイアモンド・ブラックファン貧血、溶血性貧血又は自己免疫
性溶血性貧血（ＡＩＨＡ）を含む免疫性溶血性貧血、悪性貧血（悪性の貧血）、アジソン
病、赤芽球癆貧血又は形成不全（ＰＲＣＡ）、第ＶＩＩＩ因子欠乏症、血友病Ａ、自己免
疫好中球減少症、汎血球減少症、白血球減少症、白血球血管外漏出を含む疾患、ＣＮＳ炎
症性障害、多臓器損傷症候群、例えば敗血症、外傷又は出血に続発するもの、抗原－抗体
複合体介在性疾患、抗糸球体基底膜疾患、抗リン脂質抗体症候群、アレルギー性神経炎、
ベーチェット又はベーチェット病、キャッスルマン病、グッドパスチャー症候群、レイノ
ー症候群、シェーグレン症候群、スティーブンス・ジョンソン症候群、類天疱瘡、例えば
水疱性類天疱瘡及び皮膚類天疱瘡、天疱瘡、場合によっては尋常性天疱瘡、落葉状天疱瘡
、粘膜類天疱瘡、紅斑性天疱瘡、自己免疫多腺性内分泌障害、ロイター病又は症候群、免
疫複合体腎炎、抗体介在性腎炎、視神経脊髄炎、多発性ニューロパチー、慢性ニューロパ
チー、ＩｇＭ多発性ニューロパチー、ＩｇＭ介在性ニューロパチー、血小板減少症、血栓
性血小板減少性紫斑病（ＴＴＰ）、特発性血小板減少性紫斑病（ＩＴＰ）、自己免疫精巣
炎及び卵巣炎、原発性甲状腺機能低下症、副甲状腺機能低下症、自己免疫甲状腺炎、橋本



(14) JP 2015-526064 A5 2016.8.12

病、慢性甲状腺炎（橋本甲状腺炎）；亜急性甲状腺炎、自己免疫甲状腺疾患、特発性甲状
腺機能低下症、グレーブズ病、多腺性症候群、例えば自己免疫多腺性症候群（又は多腺性
内分泌障害症候群）、傍腫瘍性神経症候群を含む腫瘍随伴症候群、例えばランバート・イ
ートン筋無力症候群又はイートン・ランバート症候群、スティッフ・マン又はスティッフ
・パーソン症候群、脳脊髄炎、アレルギー性脳脊髄炎、実験的アレルギー性脳脊髄炎（Ｅ
ＡＥ）、重症筋無力症、胸腺腫を伴う重症筋無力症、小脳変性症、神経性筋緊張病、眼球
クローヌス又は眼球クローヌスミオクローヌス症候群（ＯＭＳ）及び感覚ニューロパチー
、多巣性運動ニューロパチー、シーハン症候群、自己免疫肝炎、慢性肝炎、ルポイド肝炎
、巨細胞肝炎、慢性活動性肝炎又は自己免疫慢性活動性肝炎、リンパ球様間質性肺臓炎、
細気管支炎閉塞性（非移植）ｖｓ　ＮＳＩＰ、ギラン・バレー症候群、ベルガー病（Ｉｇ
Ａ腎症）、特発性ＩｇＡ腎症、直鎖状ＩｇＡ皮膚炎、原発性胆汁性肝硬変、肺線維症、自
己免疫消化器症候群、セリアック病、セリアック病、セリアックスプルー（グルテン腸症
）、難治性スプルー、特発性スプルー、クリオグロブリン血症、筋萎縮性側索硬化症（Ａ
ＬＳ；ルー・ゲーリック病）、冠動脈疾患、自己免疫耳疾患、例えば自己免疫内耳疾患（
ＡＧＥＤ）、自己免疫難聴、眼球クローヌスミオクローヌス症候群（ＯＭＳ）、多発性軟
骨炎、例えば難治性又は再発性多発性軟骨炎、肺胞タンパク質症、アミロイドーシス、強
膜炎、非癌性リンパ球増加症、単クローン性Ｂ細胞リンパ球増加症を含む原発性リンパ球
増加症、場合によっては良性単クローン性高ガンマグロブリン血症又は意義不明の単クロ
ーン性ガンマグロブリン血症、ＭＧＵＳ、末梢ニューロパチー、腫瘍随伴症候群、チャネ
ル病、例えばてんかん、偏頭痛、不整脈、筋障害、聴覚消失、失明、周期性四肢麻痺及び
ＣＮＳのチャネル病、自閉症、炎症性ミオパチー、巣状分節性糸球体硬化症（ＦＳＧＳ）
、内分泌性眼症、網膜ブドウ膜炎、脈絡網膜炎、自己免疫肝臓病学的障害、線維筋痛症、
多発性内分泌機能不全、シュミット症候群、副腎炎、胃萎縮、初老期認知症、脱髄性疾患
、例えば自己免疫脱髄性疾患、糖尿病性ニューロパチー、ドレスラー症候群、円形脱毛症
、ＣＲＥＳＴ症候群（石灰沈着、レイノー現象、食道運動不全、肢端硬化）及び毛細血管
拡張症）、男性及び女性自己免疫不妊症、混合結合組織疾患、シャーガス病、リウマチ熱
、習慣性流産、農夫肺、多形性紅斑、開心術後症候群、クッシング症候群、愛鳥家肺、ア
レルギー性肉芽腫性血管炎、良性リンパ球性血管炎、アルポート症候群、肺胞炎、例えば
アレルギー性肺胞炎及び線維性肺胞炎、間質性肺疾患、輸血反応、ハンセン病、マラリア
、リーシュマニア症、キパノソミアシス、住血吸虫症、回虫症、アスペルギルス症、サン
プター症候群、カプラン症候群、デング熱、心内膜炎、心内膜心筋線維症、びまん性間質
性肺線維症、間質性肺線維症、特発性肺線維症、嚢胞性線維症、眼内炎、持続性隆起性紅
斑、胎児赤芽球症、好酸球性筋膜炎、シャルマン症候群、フェルティー症候群、フィラリ
ア症、毛様体炎、例えば慢性毛様体炎、異時性毛様体炎、虹彩毛様体炎又はフックス毛様
体炎、ヘノッホ・シェーンライン紫斑病、ヒト免疫不全ウイルス（ＨＩＶ）感染、エコー
ウイルス感染、心筋症、アルツハイマー病、パルボウイルス感染、風疹ウイルス感染、ワ
クチン接種後症候群、先天性風疹感染、エプスタイン－バーウイルス感染、流行性耳下腺
炎、エバンス症候群、自己免疫性腺機能不全、シドナム舞踏病、連鎖球菌感染後腎炎、閉
塞性血栓性血管炎、甲状腺中毒症、脊髄癆、脈絡膜炎、巨細胞多発性筋痛、内分泌性眼障
害、慢性超過敏性肺臓炎、乾性角結膜炎、流行性角結膜炎、特発性ネフローゼ症候群、微
小変化型腎症、良性家族性及び虚血－再かん流傷害、網膜自己免疫性、関節の炎症、気管
支炎、慢性閉塞性気道疾患、珪肺症、アフタ、アフタ性口内炎、動脈硬化性障害、アスペ
ルミオジェネス、自己免疫溶血、ベック病、クリオグロブリン血症、デュプュイトラン拘
縮、水晶体過敏性眼内炎、アレルギー性腸炎、癩性結節性紅斑、特発性顔面麻痺、慢性疲
労症候群、フェブリスリウマチ、ハーマン＝リッチ症候群、感音性難聴、血色素尿症発作
、性腺機能低下症、回腸炎レジオナリス、白血球減少症、伝染性単核球症、横断性の脊髄
炎、原発性特発性粘液水腫、ネフローゼ、交感性眼炎、肉芽腫性精巣炎、膵炎、急性多発
性神経根炎、壊疽性膿皮症、ケルバン甲状腺炎、後天性脾臓委縮症、抗精子抗体による不
妊症、非悪性胸腺腫、白斑、ＳＣＩＤ及びエプスタイン－バーウイルス関連疾患、後天性
免疫不全症候群（ＡＩＤＳ）、寄生虫症、例えばリーシュマニア、毒性ショック症候群、
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食中毒、Ｔ細胞の浸潤を含む状態、白血球－接着欠乏症、サイトカイン及びＴ－リンパ球
が介在する急性及び遅発性超過敏性を伴う免疫反応、白血球血管外漏出を含む疾患、多臓
器損傷症候群、抗原－抗体複合体介在性疾患、抗糸球体基底膜疾患、アレルギー性神経炎
、自己免疫多腺性内分泌障害、卵巣炎、原発性粘液水腫、自己免疫萎縮性胃炎、交感性眼
炎、リウマチ性疾患、混合結合組織疾患、ネフローゼ症候群、膵島炎、多内分泌不全、末
梢ニューロパチー、自己免疫多腺性症候群Ｉ型、成人発症特発性副甲状腺機能低下症（Ａ
ＯＩＨ）、全頭脱毛症、拡張型心筋症、後天性表皮水疱症（ＥＢＡ）、ヘモクロマトーシ
ス、心筋炎、ネフローゼ症候群、原発性硬化性胆管炎、化膿性又は非化膿性副鼻腔炎、急
性又は慢性副鼻腔炎、篩骨、前頭骨、上顎又は蝶形骨洞炎、好酸球関連障害、例えば好酸
球増加症、肺浸潤好酸球増加症、好酸球増加症－筋痛症候群、レフラー症候群、慢性好酸
球性肺炎、熱帯性肺好酸球増加症、気管支肺アスペルギルス症、アスペルギルス腫又は好
酸球を含有する肉芽腫、アナフィラキシー、血清反応陰性脊椎関節炎、多内分泌自己免疫
疾患、硬化性胆管炎、強膜、上強膜、慢性粘膜皮膚性カンジダ症、バートン症候群、乳児
期の一過性低ガンマグロブリン血症、ウィスコット・アルドリッチ症候群、毛細血管拡張
性運動失調、膠原病に伴う自己免疫障害、リウマチ、神経性疾患、虚血再かん流障害、血
圧反応の低下、血管機能不全、血管拡張症、組織損傷、心血管系虚血、痛覚過敏、脳虚血
及び血管新生を伴う疾患、アレルギー性超過敏性疾患、糸球体腎炎、再かん流傷害、心筋
又は他の組織の再かん流傷害、急性炎症性要素を伴う皮膚疾患、急性化膿性髄膜炎又は他
の中枢神経系炎症性障害、眼及び眼窩炎症性障害、顆粒球輸血関連症候群、サイトカイン
誘導性毒性、急性の重篤な炎症、慢性難治性炎症、腎盂炎、肺線維症、糖尿病性網膜症、
糖尿病性大動脈障害、動脈内過形成、消化性潰瘍、弁膜炎及び子宮内膜症から選択される
疾患の治療における使用のための；
前記使用。
【請求項６】
　炎症、アレルギー、自己免疫又はＧＶＨＤの処置又は予防を必要とする対象においてそ
れらを処置又は予防するための組成物の調製における、単離ＶＩＳＴＡアンタゴニストの
使用であって、前記アゴニストが、抗体もしくはその抗体断片、ペプチド、グリコアルコ
イド、アンチセンス核酸、リボザイム、レチノイド、アベミール、低分子又はそれらの任
意の組み合わせである、前記使用。
【請求項７】
　アレルギー性、炎症性又は自己免疫障害の処置用の薬剤の製造のための、有効量の単離
ＶＩＳＴＡアゴニストの使用であって、前記アゴニストが、配列番号３８から６７の何れ
か１つの核酸配列を含むＶＩＳＴＡを標的とする単離ｓｉＲＮＡ分子、配列番号３８から
６７の何れか１つの核酸配列からなるＶＩＳＴＡを標的とする単離ｓｉＲＮＡ分子、配列
番号３８から４７の何れか１つのアミノ酸配列を含むＶＩＳＴＡのＯＲＦ又はＵＴＲ領域
の何れかを標的とする単離ｓｉＲＮＡ分子、配列番号３８から４７の何れか１つの核酸配
列からなるＶＩＳＴＡのＯＲＦ又はＵＴＲ領域の何れかを標的とする単離ｓｉＲＮＡ分子
、配列番号４８から５７の何れか１のアミノ酸配列を含むＶＩＳＴＡのＵＴＲ領域のみを
標的とする単離ｓｉＲＮＡ分子、配列番号４８から５７の何れか１のアミノ酸配列からな
るＶＩＳＴＡのＵＴＲ領域のみを標的とする単離ｓｉＲＮＡ分子、配列番号５８から６７
の何れか１つのアミノ酸配列を含むＶＩＳＴＡのＯＲＦ領域のみを標的とする単離ｓｉＲ
ＮＡ分子である、又はこれらのいずれかのｓｉＲＮＡ分子を含む組成物である、前記使用
。
【請求項８】
　狼瘡に伴う脾腫又は狼瘡に伴う蛋白尿を処置又は予防するための、又は狼瘡に伴う腎臓
傷害を回復させるための、又は腎臓機能喪失又は腎臓へのマクロファージ浸潤、糸球体で
のＩｇ沈着、蛋白尿、プロ炎症性サイトカイン産生上昇、体重減少又は腎臓機能悪化を含
む狼瘡の症状の１以上を処置又は予防するための組成物の調製における、ＶＩＳＴＡ－Ｉ
ｇ融合タンパク質又はＶＩＳＴＡアゴニストの使用。
【請求項９】
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　請求項１から８の何れか１項に記載の融合タンパク質、組成物、又は使用であって、
（１）前記ＶＩＳＴＡ－Ｉｇが細胞親和性又は非細胞親和性である；
（２）狼瘡を処置するための別の薬物、例えばナプロキセン、イブプロフェンなどの非ス
テロイド性抗炎症薬、ヒドロキシクロロキン（プラケニル）などの抗マラリア薬、プレド
ニゾンなどのコルチコステロイド、シクロホスファミド（サイトキサン）、アザチオプリ
ン（イムラン、アザサン）、ミコフェノール酸（セルセプト）、レフルノミド（アラバ）
、メトトレキサート（トレキサル）などの免疫抑制剤をさらに含む；
（３）別の免疫抑制剤、又は腎臓機能を改善する薬剤をさらに含み、前記免疫抑制剤がＰ
Ｄ－１、ＰＤ－Ｌ１、ＰＤ－Ｌ２、ＣＴＬＡ４又はＩＣＯＳタンパク質又は、細胞外領域
全体もしくは少なくとも５０、１００、１５０、２００、２５０もしくは３００アミノ酸
である前記細胞外領域の断片又は１つのＰＤ－１、ＰＤ－Ｌ１、ＰＤ－Ｌ２、ＣＴＬＡ４
もしくはＩＣＯＳの細胞外領域の何れかに対して又は少なくとも５０、１００、１５０、
２００、２５０もしくは３００アミノ酸であるその断片に対して少なくとも８０から９０
又は９５％の配列同一性を保持する変異体を具備する少なくとも１つのＰＤ－１、ＰＤ－
Ｌ１、ＰＤ－Ｌ２、ＣＴＬＡ４もしくはＩＣＯＳ融合タンパク質、又はＰＤ－１、ＰＤ－
Ｌ１、ＰＤ－Ｌ２、ＣＴＬＡ４もしくはＩＣＯＳの何れかに対して特異的な抗体もしくは
抗体断片を含む；
（４）関節リウマチ、急性関節炎、慢性関節リウマチ、痛風又は痛風性関節炎、急性痛風
性関節炎、急性免疫性関節炎、慢性炎症性関節炎、変形性関節炎、ＩＩ型コラーゲン誘発
性関節炎、感染性関節炎、ライム関節炎、増殖性関節炎、乾癬性関節炎、スティル病、椎
間体性関節炎、若年発症関節リウマチ、変形性関節症、進行性慢性関節炎、変形性関節炎
、多発性関節炎慢性プリマリア、反応性関節炎及び強直性脊椎炎を含む、関節炎；炎症性
過剰増殖皮膚疾患；乾癬、例えばプラーク性乾癬、滴状乾癬、膿疱性乾癬及び爪の乾癬；
例えば枯草熱及びヨブ症候群などのアトピー性疾患を含むアトピー；接触皮膚炎、慢性接
触皮膚炎、剥離性皮膚炎、アレルギー性皮膚炎、アレルギー性接触皮膚炎、ヘルペス状皮
膚炎、貨幣状皮膚炎、脂漏性皮膚炎、非特異的皮膚炎、一次刺激性接触皮膚炎及びアトピ
ー性皮膚炎を含む皮膚炎；Ｘ連鎖高ＩｇＭ症候群；アレルギー性眼内炎症性疾患；蕁麻疹
、例えば慢性アレルギー性蕁麻疹、慢性特発性蕁麻疹及び慢性自己免疫蕁麻疹；筋炎；多
発性筋炎／皮膚筋炎；若年性皮膚筋炎；中毒性表皮剥離症；全身性強皮症を含む強皮症；
硬化症、例えば全身性硬化症、多発性硬化症（ＭＳ）、脊椎－眼ＭＳ、原発性進行性ＭＳ
（ＰＰＭＳ）、再発寛解型ＭＳ（ＲＲＭＳ）、進行性全身性硬化症、アテローム性動脈硬
化症、動脈硬化症、播種性硬化症及び失調性硬化症；視神経脊髄炎（ＮＭＯ）；クローン
病、自己免疫介在性胃腸疾患、大腸炎、潰瘍性の大腸炎、潰瘍性大腸炎、顕微鏡的大腸炎
、膠原線維性大腸炎、ポリープ性大腸炎、壊死性腸炎、貫壁性大腸炎及び自己免疫炎症性
腸疾患を含む炎症性腸疾患（ＩＢＤ）；腸の炎症；壊疽性膿皮症；結節性紅斑；原発性硬
化性胆管炎；成人又は急性呼吸窮迫症候群（ＡＲＤＳ）を含む呼吸窮迫症候群；髄膜炎；
ブドウ膜全体又は一部の炎症；虹彩炎；脈絡膜炎；自己免疫血液障害；リウマチ性脊椎炎
；リウマチ滑膜炎；先天的血管浮腫；髄膜炎などにおける脳神経損傷；妊娠性疱疹；妊娠
性類天疱瘡；陰嚢掻痒；自己免疫早発卵巣不全；自己免疫状態による突発性難聴；ＩｇＥ
介在性疾患、例えばアナフィラキシー及びアレルギー性及びアトピー性鼻炎；脳炎、例え
ばラスムッセン脳炎及び辺縁系及び／又は脳幹脳炎；ブドウ膜炎、例えば前部ブドウ膜炎
、急性前部ブドウ膜炎、肉芽腫性ブドウ膜炎、非肉芽腫性ブドウ膜炎、水晶体抗原性ブド
ウ膜炎、後部ブドウ膜炎又は自己免疫ブドウ膜炎；ネフローゼ症候群を伴うか又は伴わな
い糸球体腎炎（ＧＮ）、例えば慢性又は急性糸球体腎炎、原発性ＧＮ、免疫介在性ＧＮ、
膜性ＧＮ（膜性腎症）、特発性膜性ＧＮ又は特発性膜性腎症、Ｉ型及びＩＩ型を含む膜状
又は膜性増殖性ＧＮ（ＭＰＧＮ）及び急速進行性ＧＮ；増殖性腎炎；自己免疫多腺性内分
泌不全；形質細胞限局性亀頭炎を含む亀頭炎；亀頭包皮炎；遠心性環状紅斑；色素異常性
固定性紅斑；多形紅斑；環状肉芽腫；光沢苔癬；硬化性萎縮性苔癬；慢性単純性苔癬；棘
状苔癬；扁平苔癬；層状魚鱗癬；表皮剥離性角化症；前がん性角化症；壊疽性膿皮症；ア
レルギー性状態及び反応；アレルギー反応；アレルギー性又はアトピー性湿疹、乾皮性湿
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疹、発汗異常性湿疹及び汗疱を含む、湿疹；喘息、例えば、気管支喘息、気管支の喘息及
び自己免疫喘息；Ｔ細胞浸潤及び慢性炎症反応を含む状態；妊娠中の胎児Ａ－Ｂ－Ｏ血液
群などの外来性抗原に対する免疫反応；慢性肺炎症性疾患；自己免疫心筋炎；白血球接着
欠乏症；狼瘡腎炎、狼瘡脳炎、小児狼瘡、非腎臓狼瘡、腎臓外狼瘡、円板状狼瘡及び円板
状紅斑性狼瘡、脱毛症狼瘡、全身性紅斑性狼瘡（ＳＬＥ）、皮膚性ＳＬＥ、亜急性皮膚性
ＳＬＥ、新生児狼瘡症候群（ＮＬＥ）及び播種性紅斑性狼瘡を含む狼瘡；小児インスリン
依存性糖尿病（ＩＤＤＭ）を含む若年性発症（Ｉ型）糖尿病、成人発症糖尿病（ＩＩ型糖
尿病）、自己免疫糖尿病、特発性尿崩症、糖尿病性網膜症、糖尿病性ニューロパチー及び
糖尿病性大動脈障害；サイトカイン及びＴ－リンパ球が介在する急性及び遅発性超過敏性
を伴う免疫反応；結核；サルコイドーシス；リンパ腫様肉芽腫症を含む肉芽腫症；ヴェー
ゲナー肉芽腫；無顆粒球症；脈管炎、大型血管炎、リウマチ性多発筋痛及び巨細胞（高安
）動脈炎、中型血管炎、川崎病、結節性多発動脈炎／結節性動脈周囲炎、顕微鏡的多発動
脈炎、免疫血管炎、ＣＮＳ脈管炎、皮膚性脈管炎、超過敏性脈管炎、壊死性脈管炎、全身
性壊死性脈管炎、ＡＮＣＡ関連血管炎、チャーグ・ストラウス血管炎又は症候群（ＣＳＳ
）及びＡＮＣＡ関連小血管炎を含む血管炎；側頭動脈炎；再生不良性貧血；自己免疫再生
不良性貧血；クームス陽性貧血；ダイアモンド・ブラックファン貧血；自己免疫性溶血性
貧血（ＡＩＨＡ）、悪性貧血（悪性の貧血）を含む、溶血性貧血又は免疫性溶血性貧血；
アジソン病；赤芽球癆貧血又は形成不全（ＰＲＣＡ）；第ＶＩＩＩ因子欠乏症；血友病Ａ
；自己免疫好中球減少症；汎血球減少症；白血球減少症；白血球血管外漏出を含む疾患；
ＣＮＳ炎症性障害；多臓器損傷症候群、例えば敗血症、外傷又は出血に続発するもの；抗
原－抗体複合体介在性疾患；抗糸球体基底膜疾患；抗リン脂質抗体症候群；アレルギー性
神経炎；ベーチェット病／症候群；キャッスルマン症候群；グッドパスチャー症候群；レ
イノー症候群；シェーグレン症候群；スティーブンス・ジョンソン症候群；類天疱瘡、例
えば水疱性類天疱瘡及び皮膚類天疱瘡、天疱瘡、尋常性天疱瘡、落葉状天疱瘡、粘膜類天
疱瘡及び紅斑性天疱瘡；自己免疫多腺性内分泌障害；ロイター病又は症候群；熱傷；子癇
前症；免疫複合体障害、例えば免疫複合体腎炎及び抗体介在性腎炎；多発性ニューロパチ
ー；慢性ニューロパチー、例えばＩｇＭ多発性ニューロパチー及びＩｇＭ介在性ニューロ
パチー；血栓性血小板減少性紫斑病（ＴＴＰ）、輸血後紫斑病（ＰＴＰ）、ヘパリン誘発
性血小板減少症、自己免疫又は免疫介在性血小板減少症、特発性血小板減少性紫斑病（Ｉ
ＴＰ）及び慢性又は急性ＩＴＰを含む血小板減少症（例えば心筋梗塞患者に発症する場合
）；強膜炎、例えば特発性角膜強膜炎及び上強膜炎；自己免疫精巣炎及び卵巣炎を含む精
巣及び卵巣の自己免疫疾患；原発性甲状腺機能低下症；副甲状腺機能低下症；甲状腺炎、
自己免疫甲状腺炎、橋本病、慢性甲状腺炎（橋本甲状腺炎）又は亜急性甲状腺炎、自己免
疫甲状腺疾患、特発性甲状腺機能低下症、グレーブズ病、多腺性症候群、自己免疫多腺性
症候群及び多腺性内分泌障害症候群を含む自己免疫内分泌疾患；傍腫瘍性神経症候群を含
む腫瘍随伴症候群；ランバート・イートン筋無力症候群又はイートン・ランバート症候群
；スティッフ・マン又はスティッフ・パーソン症候群；脳脊髄炎、例えばアレルギー性脳
脊髄炎、アレルギー性脳脊髄炎及び実験的アレルギー性脳脊髄炎（ＥＡＥ）；重症筋無力
症、例えば胸腺腫を伴う重症筋無力症；小脳変性症；神経性筋緊張病；眼球クローヌス又
は眼球クローヌスミオクローヌス症候群（ＯＭＳ）；感覚ニューロパチー；多巣性運動ニ
ューロパチー；シーハン症候群；自己免疫肝炎、慢性肝炎、ルポイド肝炎、巨細胞肝炎、
慢性活動性肝炎及び自己免疫慢性活動性肝炎を含む肝炎；リンパ球様間質性肺臓炎（ＬＩ
Ｐ）；細気管支炎閉塞性（非移植）ｖｓ　ＮＳＩＰ；ギラン・バレー症候群；バージャー
病（ＩｇＡ腎症）；特発性ＩｇＡ腎症；直鎖状ＩｇＡ皮膚炎；急性発熱性好中球皮膚炎；
角層下膿疱性皮膚炎；一過性棘融解性皮膚炎；肝硬変、例えば原発性胆汁性肝硬変及び肺
線維症；自己免疫消化器症候群；セリアック又はセリアック病；セリアックスプルー（グ
ルテン腸症）；難治性スプルー；特発性スプルー；クリオグロブリン血症；筋萎縮性側索
硬化症（ＡＬＳ；ルー・ゲーリック病）；冠動脈疾患；自己免疫耳疾患、例えば自己免疫
内耳疾患（ＡＩＥＤ）；自己免疫難聴；多発性軟骨炎、例えば難治性又は再燃性又は再発
性多発性軟骨炎；肺胞タンパク質症；コーガン症候群／非梅毒性間質性角膜炎；ベル麻痺
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；スイート病／症候群；酒さ自己免疫；帯状疱疹関連痛；アミロイドーシス；非癌性リン
パ球増加症；単クローン性Ｂ細胞リンパ球増加症を含む原発性リンパ球増加症（例えば良
性単クローン性高ガンマグロブリン血症及び意義不明のモノクローナル免疫グロブリン異
常症、ＭＧＵＳ）；末梢ニューロパチー；チャネル病、例えばてんかん、偏頭痛、不整脈
、筋障害、聴覚消失、失明、周期性四肢麻痺及びＣＮＳのチャネル病；自閉症；炎症性ミ
オパチー；巣状又は分節性又は巣状分節性糸球体硬化症（ＦＳＧＳ）；内分泌性眼症；網
膜ブドウ膜炎；脈絡網膜炎；自己免疫肝臓病学的障害；線維筋痛症；多発性内分泌機能不
全；シュミット症候群；副腎炎；胃萎縮；初老期認知症；脱髄性疾患、例えば自己免疫脱
髄性疾患及び慢性炎症性脱髄性多発性ニューロパチー；ドレスラー症候群；円形脱毛症；
全頭脱毛症；ＣＲＥＳＴ症候群（石灰沈着、レイノー現象、食道運動不全、手指硬化症及
び毛細血管拡張症）；男性及び女性自己免疫不妊症（例えば抗精子抗体による。）；混合
結合組織疾患；シャーガス病；リウマチ熱；習慣性流産；農夫肺；多形性紅斑；開心術後
症候群；クッシング症候群；愛鳥家肺；アレルギー性肉芽腫性血管炎；良性リンパ球性血
管炎；アルポート症候群；肺胞炎、例えばアレルギー性肺胞炎及び線維性肺胞炎；間質性
肺疾患；輸血反応；ハンセン病；マラリア；サンター症候群；カプラン症候群；心内膜炎
；心内膜心筋線維症；びまん性間質性肺線維症；間質性肺線維症；肺線維症；特発性肺線
維症；嚢胞性線維症；眼内炎；持続性隆起性紅斑；胎児赤芽球症；好酸球性筋膜炎；シャ
ルマン症候群；フェルティー症候群；フィラリア症；毛様体炎、例えば慢性毛様体炎、異
時性毛様体炎、虹彩毛様体炎（急性又は慢性）又はフックス毛様体炎；ヘノッホ・シェー
ンライン紫斑病；敗血症；内毒素血；膵炎；甲状腺中毒症；エバンス症候群；自己免疫性
腺機能不全；シデナム舞踏病；連鎖球菌感染後腎炎；閉塞性血栓性血管炎；甲状腺中毒症
；脊髄癆；脈絡膜炎；巨細胞多発性筋痛；慢性超過敏性肺臓炎；乾性角結膜炎；流行性角
結膜炎；特発性ネフローゼ症候群；微小変化型腎症；良性家族性及び虚血－再かん流傷害
；移植臓器再かん流；網膜自己免疫性；関節の炎症；気管支炎；慢性閉塞性気道／肺疾患
；珪肺症；アフタ；アフタ性口内炎；動脈硬化性障害；アスペルミオジェネス；自己免疫
溶血；ベック病；クリオグロブリン血症；デュピュイトラン拘縮；水晶体過敏性眼内炎；
アレルギー性腸炎；癩性結節性紅斑；特発性顔面麻痺；フェブリスリウマチ；ハマンリッ
チ症候群；感音性難聴；血色素尿症発作；性腺機能低下症；回腸炎レジオナリス；白血球
減少症；伝染性単核球症；横断性の脊髄炎；原発性特発性粘液水腫；ネフローゼ；交感性
眼炎；肉芽腫性精巣炎；膵炎；急性多発性神経根炎；壊疽性膿皮症；ケルバン甲状腺炎；
後天性脾臓委縮症；非悪性胸腺腫；白斑；毒性ショック症候群；食中毒；Ｔ細胞浸潤を含
む状態；白血球－接着欠乏症；サイトカイン及びＴ－リンパ球が介在する急性及び遅発性
超過敏性を伴う免疫反応；白血球血管外漏出を含む疾患；多臓器損傷症候群；抗原－抗体
複合体介在性疾患；抗糸球体基底膜疾患；アレルギー性神経炎；自己免疫多腺性内分泌障
害；卵巣炎；原発性粘液水腫；自己免疫萎縮性胃炎；交感性眼炎；リウマチ性疾患；混合
結合組織疾患；ネフローゼ症候群；膵島炎；多内分泌不全；自己免疫多腺性症候群Ｉ型；
成人発症特発性副甲状腺機能低下症（ＡＯＩＨ）；心筋症、例えば拡張型心筋症；後天性
表皮水疱症（ＥＢＡ）；ヘモクロマトーシス；心筋炎；ネフローゼ症候群；原発性硬化性
胆管炎；化膿性又は非化膿性副鼻腔炎；急性又は慢性副鼻腔炎；篩骨、前額、上顎又は蝶
形骨洞炎；好酸球関連障害、例えば好酸球増加症、肺浸潤好酸球増加症、好酸球増加症－
筋痛症候群、レフラー症候群、慢性好酸球性肺炎、熱帯性肺好酸球増加症、気管支肺アス
ペルギルス症、アスペルギルス腫又は好酸球を含有する肉芽腫；アナフィラキシー；血清
反応陰性脊椎関節炎；多内分泌自己免疫疾患；硬化性胆管炎；慢性粘膜皮膚性カンジダ症
；ブルトン症候群；乳児期の一過性低ガンマグロブリン血症；ウィスコット・アルドリッ
チ症候群；毛細血管拡張性運動失調症候群；血管拡張；膠原病に伴う自己免疫障害、リ
ウマチ、神経性疾患、リンパ節炎、血圧反応の低下、血管機能不全、組織損傷、心血管系
虚血、痛覚過敏、腎臓虚血、脳虚血及び血管新生を伴う疾患；アレルギー性超過敏性疾患
；糸球体腎炎；再かん流傷害；虚血再かん流障害；心筋又は他の組織の再かん流傷害；リ
ンパ腫気管気管支炎；炎症性皮膚疾患；急性炎症性要素を伴う皮膚疾患；多臓器不全；水
疱症；腎臓皮質壊死；急性化膿性髄膜炎又は他の中枢神経系炎症性障害；眼及び眼窩炎症
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性障害；顆粒球輸血関連症候群；サイトカイン誘導性毒性；ナルコレプシー；急性の重篤
な炎症；慢性難治性炎症；腎盂炎；動脈内過形成；消化性潰瘍；弁膜炎；及び子宮内膜症
から選択される状態を処置するために使用される；
（５）糖尿病、狼瘡、多発性硬化症、乾癬、炎症性腸疾患、クローン病、甲状腺炎、関節
リウマチ、多発性硬化症又はアレルギー性現象に関与するＩＶ型超過敏性を含むＩＶ型超
過敏性及び、慢性炎症性疾患の、及び病原体の感染により生じる病態、例えばハンセン病
、結核、リーシュマニア症又はリステリア症を処置するために使用される；
（６）ＶＩＳＴＡタンパク質が、配列番号２、４、５、１６から２５、３６又は３７のポ
リペプチド配列の細胞外ドメインに対して少なくとも約９０％又は９５％の配列同一性が
ある少なくとも１つのポリペプチドと、免疫グロブリン（Ｉｇ）タンパク質と、を具備し
、前記Ｉｇタンパク質が、ＩｇＧ、ＩｇＧ１、ＩｇＧ２、ＩｇＧ３、ＩｇＧ４、ＩｇＧ２
ａ、ＩｇＭ、ＩｇＥ又はＩｇＡである；
（７）ＶＩＳＴＡタンパク質が、配列番号２、４、５、１６から２５、３６又は３７のポ
リペプチド配列の細胞外ドメインに対して少なくとも約９０％又は９５％の配列同一性が
ある少なくとも１つのポリペプチドと、免疫グロブリン（Ｉｇ）タンパク質と、を具備し
、前記Ｉｇタンパク質が、ＩｇＧ、ＩｇＧ１、ＩｇＧ２、ＩｇＧ３、ＩｇＧ４、ＩｇＧ２
ａ、ＩｇＭ、ＩｇＥ又はＩｇＡであり、前記Ｉｇが補体結合及び／又はＦｃＲ結合を減少
させるか又は排除するように突然変異されている、又は前記Ｉｇが補体結合及び／又はＦ
ｃＲ結合を増加させるか又は変化させるように突然変異されている、及び／又は前記Ｉｇ
タンパク質がヒトＩｇＧ１の定常及びヒンジ領域を具備する；
（８）多発性硬化症の処置又は予防を必要とする対象において多発性硬化症を処置するか
又は予防するために使用され、該対象が多発性硬化症と診断されている、及び／又は遺伝
的に多発性硬化症を発現するリスクがある；
（９）ＶＩＳＴＡ－Ｉｇが多量体である；
（１０）アレルギー性呼吸器障害と診断されている、及び／又は遺伝的に遺伝子型及び／
又は家族歴に基づいて喘息のようなアレルギー性呼吸器障害を発現するリスクがある対象
における使用のための；又は、該呼吸器障害がアトピー性鼻炎又はアトピー性湿疹である
か、又はβブロッカーで処置されたことがあるか、喫煙者であるか、又は、ホルムアルデ
ヒド、煙吸入、ＲＳＶ又はライノウイルス感染、内毒素曝露又はフタル酸など、アレルギ
ー性呼吸器障害及び／又は喘息の発症と相関する環境因子もしくは感染体に曝露されたこ
とがあるか、又は以前枯草熱、蕁麻疹、脈管炎もしくはチャーグ・ストラウス症候群に罹
患したことがある対象における使用のための；
（１１）ＧＳＴＭ１、ＩＬ１０、ＣＴＬＡ－４、ＳＰＩＮＫ５、ＬＴＣ４Ｓ、ＩＬ４Ｒ及
びＡＤＡＭ３３のような喘息発症に相関する遺伝子変異又はタンパク質発現プロファイル
を有する対象における使用のための；又は 
（１２）喘息を有する対象における使用のためであり、プロピオン酸フルチカゾン、コル
チコステロイド、例えばベクロメタゾン、長時間作用型β－アドレナリン受容体アゴニス
ト（ＬＡＢＡ）、例えばサルメテロール又はホルモテロール、場合によっては吸入コルチ
コステロイドと併用、ロイコトリエンアンタゴニスト、例えばモンテルカスト又はザフィ
ルルカスト、場合によってはＬＡＢＡと併用、肥満細胞安定化剤、例えばクロモリンナト
リウム又はβ－２－アドレナリン受容体アゴニスト（ＳＡＢＡ）、例えばサルブタモール
、エピネフリン、抗コリン薬、例えば臭化イプラトロピウムから選択される、吸入器又は
薬物のような、喘息を処置又は予防するために及び／又は喘息発作の発症又は重症度を軽
減するために使用される別の薬物の投与をさらに含む、
融合タンパク質、組成物、又は使用。
【請求項１０】
　自己抗原又は外来抗原又はアレルゲン、例えば吸入アレルゲン、に対する耐性を誘導す
るため、及び／又はＦｏｘｐ３＋細胞の誘導を起こすために使用される組成物の調製にお
ける、先行する請求項の何れかに記載の有効量のＶＩＳＴＡポリペプチド又は融合タンパ
ク質の使用。
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【請求項１１】
　配列番号６８、６９、７２又は７３におけるＶＩＳＴＡポリペプチドに対して少なくと
も９０％、９５％、又は９８％の配列同一性を保持するＶＩＳＴＡ－Ｉｇ融合物を具備す
る、請求項１から１０の何れか１項に記載のＶＩＳＴＡポリペプチド、組成物、又は使用
。
【請求項１２】
　Ｔ細胞、ＮＫ細胞及び／又は骨髄細胞を特異的に標的とすることを必要とする患者にお
いてＴ細胞、ＮＫ細胞及び／又は骨髄細胞を特異的に標的とするための組成物の調製にお
ける、ＶＩＳＴＡ－Ｉｇポリペプチドの使用。
【請求項１３】
　ＥＲＫ１／ＥＲＫ２活性化を調節するための組成物の調製におけるＶＩＳＴＡアゴニス
ト又はアンタゴニストの使用であって、場合により、アルツハイマー病及び関連認知症、
てんかん、パーキンソン病、ハンチントン病又は脳卒中又はＳＬＥ、乾癬、乾癬性関節炎
、多発性硬化症、クローン病、炎症性腸疾患又は１型又は２型糖尿病のような神経変性疾
患を有する対象における使用のための、及び場合により、Ｒａｆキナーゼ阻害剤又はＭＥ
Ｋ、ｍＴＯＲ、ＨＳＰ９０、ＡＫＴ、ＰＩ３Ｋ、ＣＤＫ９、ＰＡＫ、タンパク質キナーゼ
Ｃ、ＭＡＰキナーゼ、ＭＡＰＫキナーゼ又はＥＲＫの阻害剤のようなさらなる治療剤の使
用を含む、前記組成物の調製における使用。
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